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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要 

 

学校名  気仙沼市立鹿折小学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校 

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０８１７ 

       宮城県気仙沼市西八幡町５４－１       

  E-mail  sisisho@oregano.ocn.ne.jp           

  Website                       

  児童生徒数  男子 １０７ 名   女子 １２１ 名  合計 ２２８ 名 

        児童・生徒の年齢 ７ 歳～ １２ 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動 

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容 
（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 
  ① 防災学習 

震災により，児童が自分の命を自分で守る力を身に付けさせることが課題となった。

２５年度から防災教育を取り入れ，自分たちの命を守るための児童による自主的な思

考と行動を主とした学習を「防災学習」と位置付け，重点的に取り組んできた。 

 
  【１，２年生】｢地震や津波から身を守ろう｣ 
      生活科や学級活動を中心に，地震や津波のときに

自分のいる場所に応じてどのような対応をとった

らよいかを体験活動を通して身に付けることがで

きた。 

 
  【３年生】｢地域の災害と身の守り方｣ 
        鹿折地区の洪水や土砂崩れについて調べて，身の

守り方を考えた。導入では，ゲストティーチャー

に地域の方と消防署の方を迎えて，洪水や土砂崩

れについて学んだ。 

 
   【４年生】｢地域の防災マップを作ろう｣ 
       津波から避難するための場所やそこまでの経路

等について調べ，地図にまとめことを通して適切

な判断力を身に付けることができるようにした。 

 
  【５年生】｢地域の津波被害を考えよう｣ 
        過去の津波被害を振り返り，津波に備えるための

防災マップの活用の仕方を考えながら，進んで自

他の安全や地域の安全に役立つことができるよう

にした。 

 
  【６年生】｢災害時に自分にできること｣ 
       避難所のくらしや防災ボランティア等について調査をすることを通して，災害発生時

や事後に進んで他の人々や集団，地域の安全に役立つことは何かを考えることができ

るようにした。 

 
  ② 地域学習 
      現在地域との連携を密にしている。その中の一つ，

５学年の学習「無農薬で米作りをしよう」につい

て紹介する。 
    この学習は，鹿折公民館が「地域の教育力や家庭

の教育力の再考」と「ふるさとの環境の再興」を

目指し，平成１９年度から「温故知新運動」とし

て始めた取組との連携によって実現した。 
    この学習を通して，子どもたちは自分を取り巻く

自然環境だけではなく，人との関わりについても

学んでいる。子どもたちは田植え，除草作業，稲刈りまでを，震災前と同様に実際に

体験しながら学んでいる。このことは，ＥＳＤの概念である，持続可能な社会づくり

に合致するものと考える。 
 

 

 

【１年 地震から身を守るポーズ】 

【４年 防災ﾏｯﾌ゚ 作り･ﾌｨー ﾙﾄ゙ ﾜー ｸ】 

 【５年 事前に稲について学ぶ】 
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       初めて田に入る時は，素足で泥の中に入ることに

抵抗を感じる子どもたちが多かったが，田植えが終

了する頃には，「もっとやりたい。」「気持ちがよ

かった。」「ＥＭや，田植えの道具についてもっと

調べたい。」という言葉が聞かれるようになった。

さらに，昔から米作りは地域で助け合って行われて

きたことに気付き，「自分と地域や環境との関わ

り」「人とのつながりの大切さ」についても実感す

ることができた。 

 
  ③ 国際理解活動 
        本校では５･６年生のみならず，１年生～４年生でも年間を通してＡＬＴと国際理解

のための活動をしている。さらに，年に１回，宮城教育大学国際理解教育研究センタ

ーの協力のもと，様々な国の留学生を招いて，国際交流活動を実施している。今年度

は，センターの代表１名と留学生６名を招いて実施した。 

 
   １年生  むかしの遊び（日本）を伝えよう  
   留学生から，台湾や中国の遊びを紹介してもらった。

鹿折小１年生からは，こま遊びなどを紹介した。台湾

版じゃんけん列車や名前当てなどをして一緒に遊ん

だ。 

 
  ２年生  節分を体験しよう 
   日本の節分と近い時期に行われる中国の春節につ

いてパワーポイントの画面を見ながら詳しく説明し

てもらった。２年生から節分の紹介をしたあと，留学

生の方々と一緒に鬼の面を作って交流を図った。 

 
  ３年生  一緒に遊ぼう 
   留学生から中国，台湾について紹介してもらい，３

年生からはドッジビーの紹介をした。そのあと，体育

館で留学生と一緒にドッジビーをした。 

 
  ４年生  外国の音楽に親しもう 
   初めに台湾，中国，スリランカのそれぞれの文化や

音楽を紹介してもらった。その後，映像で中国の踊

りを紹介してもらった。４年生から，今，日本で流

行のダンスをいくつか紹介し，留学生と一緒に踊っ

た。 

 
  ５年生  ｢和の文化｣を知らせよう 
  ｢和の文化｣について調べ学習で分かったことを，留

学生に紹介した。日本のそろばんや食べ物などについ

て，グループごとに発表し，留学生からは，質問や感

想を聞いた。 

 
  ６年生  防災学習の成果を発表しよう 
   本校の防災学習で６年生は，｢災害時に自分たちに

できること｣というテーマで，調べ学習や体験学習を進めてきた。この日，これまでの成

果を留学生に紹介した。冷凍保存用ビニル袋を使った御飯炊きのグループは，自分たちで

炊いた御飯を留学生にふるまうなどした。 

【５年 昔ながらの方法での田植え】 

【２年 春節の紹介】 

【３年 ドッジビーで交流】 

【６年 非常用御飯をふるまう】 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 
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